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 要  旨 
【背景と目的】 
稠密六方構造（HCP）であるマグネシウム(Mg)合金は、活動するすべり系が少な
いため室温付近での延性が低く、塑性加工性は悪い。延性を向上させるには、不
均一変形や応力集中の緩和などの視点から、集合組織のランダム化を通して底面
方位の集積を分散させる集合組織の制御法も重要であると考えられる。しかし、
Mg合金の焼なまし特性に関する研究報告は少なく、特に展伸材として広く使用さ
れているAZ31合金の焼なまし特性や集合組織変化に関する系統的な研究報告はあ
まりされていないようである。そこで、本研究は組織制御のための基本的知見を
集積するために、高温、冷間加工後のMg合金AZ31の静的復旧過程を明らかにする
ことを目的として行った。 
 
【実験方法】 
供試材のMg合金AZ31押出し丸棒材から押し出し方向に平行に切出した矩形状試
験片を、733Kで7.2ks焼なまして初期結晶粒径を約22μmに調整した。T=300K、ε
．
=3×10-3s-1、パス間ひずみ⊿ε=0.05～0.1 にてΣε=0.2 ～1.5の冷間多軸鍛造加
工を施した。また、T=573K、ε
．
=3×10-3s-1、ε=0.3～1.2の高温加工を施した材料
に対し、T=373K～573K,t=101s～2×105s焼なまし処理を施した。光学顕微鏡、
SEM-EBSP法を用いて組織観察を定量的におこなった。 
 
【結果】 
(1) 高温加工で導入された結晶粒組織は焼なましに伴い粒成長のみを生じ、そ
の粒成長過程は加工ひずみによらず３つの領域に分けられる。(a)潜伏
域,(b)ある限定された急激な粒成長域,(c)正常粒成長域である。焼なまし
後変形集合組織はほとんど変化しないことから、高温加工材では連続静的
再結晶が起こっていると結論される。  
(2) 冷間加工によって低ひずみ域から多数の双晶が導入され、加工・パス間ひ
ずみの増加と共に高密度で微細双晶組織が均一に導入される。冷間加工材
の焼なましでは、新結晶粒の生成と成長による通常の再結晶、不連続静的
再結晶が起こる。  
(3) 新粒の形成サイトは結晶粒界に加えて双晶交叉部などの粒内での頻度が、
加工・パス間ひずみの増加と共に増加し、その結果再結晶速度は増加し、
再結晶粒径は減少する。  
(4) 再結晶のための活性化エネルギーは焼なまし温度域によって変化し、480K
以下では約120kJ/mol、それ以上では約60kJ/molである。再結晶特性を示
すJMAK指数ｋも焼なまし温度480Kを境に2.6から4.6変化する。 
 
